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症例は 47歳女性. 2005年 6月に左乳癌 (T1c N0 M0
 
StageⅠ)に対し,前医にて乳房切除,腋窩郭清を施行.病




























黒住 献，??武井 寛幸，?井上 賢一?
松本 広志，?二宮 淳，?林 祐二?
久保 和之，?坪井 美樹，?大久保文恵?
永井 成勲，?大庭 華子，?黒住 昌史?















検で浸潤性乳管癌と診断され, ER(－), PgR(－), HER2
(3＋)であった.HER2陽性乳癌 (T2N1M0,StageIIB)と
診断し,anthracycline, taxaneに trastuzumabを同時併用
する術前治療 (weekly paclitaxel＋trastuzumab 3M→
FEC＋trastuzumab 3M) を行った. 術前治療後の造影
MRIでは cPRと判断し,乳房温存術＋腋窩リンパ節隔









を認めた. Ki67 LIは 30％以上であった.【考 察】
HER2陽性乳癌に対する化学療法後にHER2が陰性化
することは 20％程度にあるとされているが,適切な術後
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